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平成31年３月定例会 提出された議案の結果

編 集 後 記

（市長提出議案）
　　　　　議席番号・議員名

議　案　名

議案番号
付　託
委員会

本会議
議決結果

大
山

　
重
隆（
無
）

小
林

　
啓
子（
公
）

小
河
原
浩
和（
改
）

本
田

　
謡
子（
改
）

松
田

　
雅
代（
先
）

宮
杉

　
勝
男（
自
）

木
村

　
治
夫（
自
）

小
林

　
順
一（
公
）

中
村

　
孝
子（
先
）

藤
沼

　

貢（
無
）

青
木

　

章（
新
）

手
島

　
幸
成（
新
）

武
藤

　
壽
男（
無
）

大
平

　
泰
二（
共
）

（議員提出議案）

幸手市庁舎建設基金条例

幸手市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正
する条例

幸手市税条例の一部を改正する条例

幸手市印鑑登録及び証明に関する条例及び幸手市手数料条例の
一部を改正する条例

幸手市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する
条例

幸手市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を
改正する条例

幸手市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例
幸手市下水道条例の一部を改正する条例
幸手市水道事業給水条例の一部を改正する条例

平成３０年度幸手市一般会計補正予算（第７号）

平成３０年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成３０年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成３０年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計補正
予算（第３号）

平成３１年度幸手市一般会計予算

平成３１年度幸手市国民健康保険特別会計予算
平成３１年度幸手市後期高齢者医療特別会計予算
平成３１年度幸手市介護保険特別会計予算
平成３１年度幸手市農業集落排水事業特別会計予算
平成３１年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計予算
平成３１年度幸手市水道事業会計予算
平成３１年度幸手市公共下水道事業会計予算
公平委員会委員の選任について
公平委員会委員の選任について
公平委員会委員の選任について

平成３０年度幸手市一般会計補正予算（第８号）

平成３１年度幸手市一般会計補正予算（第１号）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号
議案第８号
議案第９号

議案第１０号

議案第１１号
議案第１２号
議案第１３号
議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

諮問第１号
諮問第２号

総務

総務

総務

文教厚生

文教厚生

建設経済

建設経済
建設経済
建設経済
総務

文教厚生
建設経済
文教厚生
文教厚生
文教厚生
建設経済

建設経済

総務
文教厚生
建設経済
文教厚生
文教厚生
文教厚生
建設経済
建設経済
建設経済
建設経済
―
―
―

総務
文教厚生
総務

文教厚生
建設経済
―
―

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成多数可決
賛成多数可決
賛成多数可決

賛成多数可決

賛成全員可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成全員可決

賛成多数可決

賛成多数可決

賛成多数可決
賛成多数可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成全員可決
賛成全員同意
賛成全員同意
賛成全員同意

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員同意
賛成全員同意

「アスベスト被害者補償基金を含む全面解決に向けた意見書」の国
への提出を求める件

幸手市消防西分署存続を求める件

アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書案の提出に
ついて

請願第１号

請願第２号

意見書案第１号

文教厚生

文教厚生

―

賛成多数採択

未了

賛成多数可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ × × × ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○

○ × × × ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○

（16）



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

平
成
31
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
・
改
正
案
９
件
、
補
正

予
算
案
８
件
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
件

３
件
、
諮
問
案
件
２
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
意
見
書
提
出
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

平成31年度平成31年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 158億3700万円

歳入内訳
歳出款別予算額構成比

歳 入

歳 入 構 成
歳 出 構 成

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５

５
０
０
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
は
、
中
央
地
区
産
業
団
地

進
出
企
業
の
操
業
開
始
等
に
よ
る
市
税

の
増
加
を
含
み
構
成
比
53
・
０
％
。

　
依
存
財
源
は
、構
成
比
47
・
０
％
で
、

地
方
消
費
税
が
前
年
度
比
１
憶
２
０
０

万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
補
助
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
、
市
債
発
行
等
は
22
憶
８
１
２
６
万

円
の
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
17
日
、
幸
手
駅

舎
・
東
西
自
由
通
路
・
西
口
広
場
が
供

用
さ
れ
、
事
業
費
の
支
払
い
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳 入

市税
42.5％
市税

42.5％

総務費
11.6％
総務費
11.6％

民生費
39.7％
民生費
39.7％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
10.4％
土木費
10.4％

消防費
5.8％
消防費
5.8％

教育費
11.0％
教育費
11.0％

公債費
7.8％
公債費
7.8％

地方交付税
12.6％

地方交付税
12.6％

国庫支出金
14.1％

国庫支出金
14.1％

繰越金
3.2％
繰越金
3.2％

繰入金
3.4％
繰入金
3.4％

県支出金
6.5％

県支出金
6.5％

臨時財政対策債
4.4％

臨時財政対策債
4.4％

事業市債
1.7％

事業市債
1.7％

その他依存財源
7.7％

その他依存財源
7.7％ 自主財源

8,378,124千円その他 5.7％その他 5.7％

依存財源
7,458,876千円

構
成
比
で
は
民
生
費
が
39
・
７
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、さ
か
え
小
ト
イ
レ
改
修
、幸
手
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
長
寿
命
化
工
事
な
ど

歳 出

平成31年
３月定例会

その他自主財源
3.9％

その他自主財源
3.9％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

2,906,239
89,914

1,993,375
2,206,131

61,833
15,837,000

7,257,492
（45.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,808,592
3,764,257
1,240,827

7,813,676
（49.3％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

765,832 765,832
（4.8％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
    （水道事業および公共下水道事業を除く）

6,247,458千円
622,751千円

3,770,822千円
35,283千円

461,747千円
11,138,061千円

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

一般会計

歳入予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,734,910
533,460
500,000
609,754

2,000,000
2,235,007
1,038,169

690,000
274,200

1,221,500
15,837,000

42.5％
3.4％
3.2％
3.9％

12.6％
14.1％

6.5％
4.4％
1.7％
7.7％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

市 

債

質
　
疑

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

平
成
31
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
・
改
正
案
９
件
、
補
正

予
算
案
８
件
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
件

３
件
、
諮
問
案
件
２
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
意
見
書
提
出
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

平成31年度平成31年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 158億3700万円

歳入内訳
歳出款別予算額構成比

歳 入

歳 入 構 成
歳 出 構 成

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５

５
０
０
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
は
、
中
央
地
区
産
業
団
地

進
出
企
業
の
操
業
開
始
等
に
よ
る
市
税

の
増
加
を
含
み
構
成
比
53
・
０
％
。

　
依
存
財
源
は
、構
成
比
47
・
０
％
で
、

地
方
消
費
税
が
前
年
度
比
１
憶
２
０
０

万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
補
助
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
、
市
債
発
行
等
は
22
憶
８
１
２
６
万

円
の
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
17
日
、
幸
手
駅

舎
・
東
西
自
由
通
路
・
西
口
広
場
が
供

用
さ
れ
、
事
業
費
の
支
払
い
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳 入

市税
42.5％
市税

42.5％

総務費
11.6％
総務費
11.6％

民生費
39.7％
民生費
39.7％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
10.4％
土木費
10.4％

消防費
5.8％
消防費
5.8％

教育費
11.0％
教育費
11.0％

公債費
7.8％
公債費
7.8％

地方交付税
12.6％

地方交付税
12.6％

国庫支出金
14.1％

国庫支出金
14.1％

繰越金
3.2％
繰越金
3.2％

繰入金
3.4％
繰入金
3.4％

県支出金
6.5％

県支出金
6.5％

臨時財政対策債
4.4％

臨時財政対策債
4.4％

事業市債
1.7％

事業市債
1.7％

その他依存財源
7.7％

その他依存財源
7.7％ 自主財源

8,378,124千円その他 5.7％その他 5.7％

依存財源
7,458,876千円

構
成
比
で
は
民
生
費
が
39
・
７
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、さ
か
え
小
ト
イ
レ
改
修
、幸
手
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
長
寿
命
化
工
事
な
ど

歳 出

平成31年
３月定例会

その他自主財源
3.9％

その他自主財源
3.9％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

2,906,239
89,914

1,993,375
2,206,131

61,833
15,837,000

7,257,492
（45.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,808,592
3,764,257
1,240,827

7,813,676
（49.3％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

765,832 765,832
（4.8％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
    （水道事業および公共下水道事業を除く）

6,247,458千円
622,751千円

3,770,822千円
35,283千円

461,747千円
11,138,061千円

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

一般会計

歳入予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,734,910
533,460
500,000
609,754

2,000,000
2,235,007
1,038,169

690,000
274,200

1,221,500
15,837,000

42.5％
3.4％
3.2％
3.9％

12.6％
14.1％

6.5％
4.4％
1.7％
7.7％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

市 

債

質
　
疑

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

倉

　繁

　健

　一

　氏

山

　口

　寿

　通

　氏

河

　村

　成

　子

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

石

　井

　和

　子

　氏

小
森
谷

　
　
　進

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

反
対
討
論

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

↓ルビ注意 3ヵ所

・
・
・
・
・

・
・

・
・
・

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90

意見書案第１号
アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書

　アスベスト（石綿）は建築資材に多く含有し、製造業だけで
なく建設現場にも被害が拡大しました。アスベスト被害者の中
には、これまでの長年の訴訟の中で、病状が悪化し亡くなった
原告も多くいます。本議会でも、一昨年、議員がアスベストに
よる中皮腫で亡くなり、身近で見過ごせない問題となりまし
た。
　長年の裁判の中で、国と関連企業の責任は明らかになってお
ります。現在、被害者の救済制度はあるものの、十分なものと
は言えません。政府と関連企業は、司法判断を重く受け止め謝
罪と完全賠償をおこない、早急に「被害者補償基金制度」の創
設を決断すべきです。
　アスベストによる疾患のうち、呼吸機能が低下する石綿肺に
ついては、1950年代、肺がんや中皮腫などは70年代、それぞれ
石綿との因果関係があると医学的見解が確立され、政府もその
頃石綿による健康被害の危険性を認識していたことは間違いあ
りません。
　そうであれば、建設現場では防塵マスクの着用や、吸引した
ら危険なことを警告表示することが必要だったにもかかわら
ず、防塵マスク着用、警告を企業に義務付けませんでした。そ
のためにアスベスト含有建材が多くの現場で切断されるなどし
て、その粉塵が舞う中でマスクを着けずに、建設業従事者が作
業することが全国の建設現場で起こりました。
　日本での使用禁止は2006年からとあまりにも遅く、その間に
被害者が増え続けたことを考えれば、規制権限を行使しなかっ
た政府の責任は明らかです。
　「命あるうちに」「裁判によらない補償を」は、被害者・遺
族の切実な願いで、裁判によらない簡易で迅速な救済となる
「建設石綿被害者補償基金制度」の創設が必要です。
　以上のことから、本市議会は政府に対し、下記事項について
強く求めます。

記
　アスベスト被害者に対する「建設石綿被害者補償基金制度」
の創設をすること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたし
ます。

平成31年3月19日
埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　貢

答
　
弁



質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

倉

　繁

　健

　一

　氏

山

　口

　寿

　通

　氏

河

　村

　成

　子

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

石

　井

　和

　子

　氏

小
森
谷

　
　
　進

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

反
対
討
論

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

↓ルビ注意 3ヵ所

・
・
・
・
・

・
・

・
・
・

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90

意見書案第１号
アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書

　アスベスト（石綿）は建築資材に多く含有し、製造業だけで
なく建設現場にも被害が拡大しました。アスベスト被害者の中
には、これまでの長年の訴訟の中で、病状が悪化し亡くなった
原告も多くいます。本議会でも、一昨年、議員がアスベストに
よる中皮腫で亡くなり、身近で見過ごせない問題となりまし
た。
　長年の裁判の中で、国と関連企業の責任は明らかになってお
ります。現在、被害者の救済制度はあるものの、十分なものと
は言えません。政府と関連企業は、司法判断を重く受け止め謝
罪と完全賠償をおこない、早急に「被害者補償基金制度」の創
設を決断すべきです。
　アスベストによる疾患のうち、呼吸機能が低下する石綿肺に
ついては、1950年代、肺がんや中皮腫などは70年代、それぞれ
石綿との因果関係があると医学的見解が確立され、政府もその
頃石綿による健康被害の危険性を認識していたことは間違いあ
りません。
　そうであれば、建設現場では防塵マスクの着用や、吸引した
ら危険なことを警告表示することが必要だったにもかかわら
ず、防塵マスク着用、警告を企業に義務付けませんでした。そ
のためにアスベスト含有建材が多くの現場で切断されるなどし
て、その粉塵が舞う中でマスクを着けずに、建設業従事者が作
業することが全国の建設現場で起こりました。
　日本での使用禁止は2006年からとあまりにも遅く、その間に
被害者が増え続けたことを考えれば、規制権限を行使しなかっ
た政府の責任は明らかです。
　「命あるうちに」「裁判によらない補償を」は、被害者・遺
族の切実な願いで、裁判によらない簡易で迅速な救済となる
「建設石綿被害者補償基金制度」の創設が必要です。
　以上のことから、本市議会は政府に対し、下記事項について
強く求めます。

記
　アスベスト被害者に対する「建設石綿被害者補償基金制度」
の創設をすること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたし
ます。

平成31年3月19日
埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　貢

答
　
弁



こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
予
定
し
た
人
数
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
、
今
後
も
利
用
が
見
込
め
な
い
た

め
で
あ
る
。

問
　
交
通
指
導
員
報
酬
13
人
分
の
内
容

は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
お
け

る
立
哨
に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
交
通
整
理
等
含
ん
で
い
る
。

問
　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
生
活
保
護
受
給
者
の
高
齢
化
に
よ

る
受
給
者
数
の
減
少
や
、
年
金
制
度
改

正
に
よ
り
受
給
資
格
期
間
が
短
く
な
っ

た
こ
と
で
、
年
金
受
給
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

問
　
雑
草
除
去
業
務
委
託
料
の
内
容
と

件
数
は
。

答
　
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
が
放

置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
火
災
・
犯
罪
の

予
防
や
、
生
活
環
境
維
持
の
た
め
に
指

導
を
行
い
、
土
地
所
有
者
か
ら
雑
草
除

問
　
児
童
手
当
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
２
月
に
定
期
払
い
を
行
い
、
支
出

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
29
年
度
の
支
給
件
数
は
６
万
５
６
３

４
件
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
６
万

３
４
６
６
件
に
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

問
　
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
金
１
０
０
万

円
の
件
数
は
。

答
　
予
算
は
37
件
分
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
軽
度
認
知
障
が
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
使
用
料
の
減
額
理
由
は
。

総
務
常
任
委
員
会

し
て
、
移
住
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
方
策
と
し
て
、
空
き
家

登
録
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
、
空
き
家
の
提
供
主
あ

る
い
は
買
う
方
に
対
し
て
、
仲
介
手
数

料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
、
同
時

施
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て
は
。

答
　
補
正
予
算
第
８
号
で
、
さ
か
え
小

学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
を
繰
越

明
許
と
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

皆
減
し
て
平
成
30
年
度
予
算
に
補
正
で

計
上
し
た
。
さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大

規
模
改
修
は
、
国
の
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靱
化
３
カ
年
重
点
事
業
債
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
に
計
上
し
た
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
で
は
、
充
当
率
の
継

足
単
独
分
75
％
が
、
今
回
の
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

債
で
充
当
率
１
０
０
％
、
継
足
単
独
部

分
も
１
０
０
％
の
起
債
が
可
能
に
な
り
、

通
常
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の

交
付
税
措
置
30
％
が
、
今
回
の
対
策
債

で
50
％
と
な
る
。
そ
の
差
額
を
庁
舎
の

建
設
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

内
禁
煙
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
額
当

初
予
算
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
増
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
下
落
修
正
が

あ
り
、
収
納
率
を
掛
け
る
前
の
段
階
で
、

３
４
０
万
２
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
産
業
団
地

分
の
増
を
見
込
み
、
６
６
８
０
万
１
千

円
の
増
。
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
５
１
４
５
万
８
千
円
の
増
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
移
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
手

数
料
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
国
土
交
通
省
の
告
示
で
あ
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
が
、
宅
地
又
は
建
物
の

売
買
等
に
関
し
て
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
報
酬
の
額
に
よ
る
と
、
空
き
家
を
提

供
し
た
方
の
仲
介
手
数
料
の
補
助
金
限

度
額
は
５
万
円
、
空
き
家
を
買
っ
た
方

に
対
し
て
は
、
10
万
円
を
限
度
額
と
し

て
の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
１
件
成
立

す
る
と
15
万
円
、
そ
れ
を
年
度
３
件
見

込
ん
で
45
万
円
を
計
上
し
た
も
の
。

　
補
助
目
的
は
、
増
加
す
る
空
き
家
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。
人
口
対
策
と

問
　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
減
額

理
由
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
市
内
で
結
婚
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
以
下
の
方

に
つ
い
て
引
っ
越
し
費
用
、
ま
た
は
住

宅
の
取
得
、
あ
る
い
は
賃
貸
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
当
初

予
算
は
、
平
成
28
年
度
の
婚
姻
届
出
数

が
１
６
９
件
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
方

が
約
３
割
で
し
た
の
で
50
件
を
見
込
み
、

補
助
限
度
額
24
万
円
を
掛
け
１
２
０
０

万
円
を
積
算
し
た
。
し
か
し
、
実
際
運

用
す
る
と
申
請
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
公
衆
喫
煙
所
整
備
工
事
の
減
額
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
で
は
市
役
所
の
敷
地
内

に
設
置
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
健

康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

一
部
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
市

の
方
針
と
し
て
公
共
施
設
は
原
則
敷
地

問
　
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
役
所
本
庁
舎
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
地
震
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
建
て
替
え
の
方
針
と
な
り
、
基

金
条
例
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
建
て
替
え
る
時
期
や
位
置
、
規
模
等

は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
財
源
も
未
定
。

数
十
億
円
以
上
必
要
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
市
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達
な
ど
の
中

枢
拠
点
に
な
る
ほ
か
、
被
災
し
た
住
民

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
高
い
耐
震
基
準
、

安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
市

を
参
考
に
す
る
と
、
建
設
費
総
額
の
約

半
分
は
基
金
で
賄
い
た
い
と
考
え
る
。

問答

答 問答 問

問答

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
 

　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）

答
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
は
人
数
で
は
な
く
、
金
額
割
合
で

分
け
て
お
り
、
被
保
険
者
数
は
７
６
７

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
国
庫
支
出
金
の
調
整
交
付
金
が
増

え
た
理
由
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
調
整
交
付
金
が
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
の

工
事
の
違
い
は
。

答
　
長
倉
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
児

童
用
ト
イ
レ
改
修

は
す
べ
て
終
了
し

て
お
り
、
未
改
修

部
分
の
教
職
員
用

ト
イ
レ
や
屋
外
ト

イ
レ
の
工
事
で
あ

る
。

去
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
に
よ

り
雑
草
除
去
を
実
施
す
る
。

　
平
成
29
年
度
の
実
績
で
、
22
件
の
対

象
地
を
確
認
し
、
う
ち
７
件
の
除
草
を

実
施
し
た
。

問
　
市
独
自
の
学
力
調
査
の
効
果
に
つ

い
て
は
。

答
　
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
続
け

て
実
施
し
た
い
、
４
月
に
全
国
・
県
の

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
を
市
の
調
査
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容
に
つ
い

て
は
。

答
　
一
時
金
と
し
て
第
１
子
か
ら
50
万

円
ず
つ
交
付
す
る
。

問
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
の
想
定
人
数
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問 問答 問答

答 問 答 問 答 答問

答 問 答 答問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

 

　（
議
案
第
10
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
3
号
） （
議
案
第
11
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
） （
議
案
第
13
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
17
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
18
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

 

　（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
） （
議
案
第
28
号
）

答問 問 答 問

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
 

　
　
　
　
　（
議
案
第
１
号
）

答 問答 問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
8
号
） 

　
　
　
　
　（
議
案
第
27
号
）長倉小学校

（6）（7） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
予
定
し
た
人
数
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
、
今
後
も
利
用
が
見
込
め
な
い
た

め
で
あ
る
。

問
　
交
通
指
導
員
報
酬
13
人
分
の
内
容

は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
お
け

る
立
哨
に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
交
通
整
理
等
含
ん
で
い
る
。

問
　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
生
活
保
護
受
給
者
の
高
齢
化
に
よ

る
受
給
者
数
の
減
少
や
、
年
金
制
度
改

正
に
よ
り
受
給
資
格
期
間
が
短
く
な
っ

た
こ
と
で
、
年
金
受
給
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

問
　
雑
草
除
去
業
務
委
託
料
の
内
容
と

件
数
は
。

答
　
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
が
放

置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
火
災
・
犯
罪
の

予
防
や
、
生
活
環
境
維
持
の
た
め
に
指

導
を
行
い
、
土
地
所
有
者
か
ら
雑
草
除

問
　
児
童
手
当
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
２
月
に
定
期
払
い
を
行
い
、
支
出

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
29
年
度
の
支
給
件
数
は
６
万
５
６
３

４
件
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
６
万

３
４
６
６
件
に
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

問
　
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
金
１
０
０
万

円
の
件
数
は
。

答
　
予
算
は
37
件
分
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
軽
度
認
知
障
が
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
使
用
料
の
減
額
理
由
は
。

総
務
常
任
委
員
会

し
て
、
移
住
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
方
策
と
し
て
、
空
き
家

登
録
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
、
空
き
家
の
提
供
主
あ

る
い
は
買
う
方
に
対
し
て
、
仲
介
手
数

料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
、
同
時

施
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て
は
。

答
　
補
正
予
算
第
８
号
で
、
さ
か
え
小

学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
を
繰
越

明
許
と
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

皆
減
し
て
平
成
30
年
度
予
算
に
補
正
で

計
上
し
た
。
さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大

規
模
改
修
は
、
国
の
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靱
化
３
カ
年
重
点
事
業
債
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
に
計
上
し
た
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
で
は
、
充
当
率
の
継

足
単
独
分
75
％
が
、
今
回
の
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

債
で
充
当
率
１
０
０
％
、
継
足
単
独
部

分
も
１
０
０
％
の
起
債
が
可
能
に
な
り
、

通
常
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の

交
付
税
措
置
30
％
が
、
今
回
の
対
策
債

で
50
％
と
な
る
。
そ
の
差
額
を
庁
舎
の

建
設
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

内
禁
煙
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
額
当

初
予
算
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
増
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
下
落
修
正
が

あ
り
、
収
納
率
を
掛
け
る
前
の
段
階
で
、

３
４
０
万
２
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
産
業
団
地

分
の
増
を
見
込
み
、
６
６
８
０
万
１
千

円
の
増
。
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
５
１
４
５
万
８
千
円
の
増
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
移
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
手

数
料
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
国
土
交
通
省
の
告
示
で
あ
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
が
、
宅
地
又
は
建
物
の

売
買
等
に
関
し
て
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
報
酬
の
額
に
よ
る
と
、
空
き
家
を
提

供
し
た
方
の
仲
介
手
数
料
の
補
助
金
限

度
額
は
５
万
円
、
空
き
家
を
買
っ
た
方

に
対
し
て
は
、
10
万
円
を
限
度
額
と
し

て
の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
１
件
成
立

す
る
と
15
万
円
、
そ
れ
を
年
度
３
件
見

込
ん
で
45
万
円
を
計
上
し
た
も
の
。

　
補
助
目
的
は
、
増
加
す
る
空
き
家
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。
人
口
対
策
と

問
　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
減
額

理
由
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
市
内
で
結
婚
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
以
下
の
方

に
つ
い
て
引
っ
越
し
費
用
、
ま
た
は
住

宅
の
取
得
、
あ
る
い
は
賃
貸
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
当
初

予
算
は
、
平
成
28
年
度
の
婚
姻
届
出
数

が
１
６
９
件
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
方

が
約
３
割
で
し
た
の
で
50
件
を
見
込
み
、

補
助
限
度
額
24
万
円
を
掛
け
１
２
０
０

万
円
を
積
算
し
た
。
し
か
し
、
実
際
運

用
す
る
と
申
請
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
公
衆
喫
煙
所
整
備
工
事
の
減
額
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
で
は
市
役
所
の
敷
地
内

に
設
置
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
健

康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

一
部
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
市

の
方
針
と
し
て
公
共
施
設
は
原
則
敷
地

問
　
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
役
所
本
庁
舎
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
地
震
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
建
て
替
え
の
方
針
と
な
り
、
基

金
条
例
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
建
て
替
え
る
時
期
や
位
置
、
規
模
等

は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
財
源
も
未
定
。

数
十
億
円
以
上
必
要
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
市
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達
な
ど
の
中

枢
拠
点
に
な
る
ほ
か
、
被
災
し
た
住
民

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
高
い
耐
震
基
準
、

安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
市

を
参
考
に
す
る
と
、
建
設
費
総
額
の
約

半
分
は
基
金
で
賄
い
た
い
と
考
え
る
。

問答

答 問答 問

問答

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
 

　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）

答
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
は
人
数
で
は
な
く
、
金
額
割
合
で

分
け
て
お
り
、
被
保
険
者
数
は
７
６
７

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
国
庫
支
出
金
の
調
整
交
付
金
が
増

え
た
理
由
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
調
整
交
付
金
が
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
の

工
事
の
違
い
は
。

答
　
長
倉
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
児

童
用
ト
イ
レ
改
修

は
す
べ
て
終
了
し

て
お
り
、
未
改
修

部
分
の
教
職
員
用

ト
イ
レ
や
屋
外
ト

イ
レ
の
工
事
で
あ

る
。

去
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
に
よ

り
雑
草
除
去
を
実
施
す
る
。

　
平
成
29
年
度
の
実
績
で
、
22
件
の
対

象
地
を
確
認
し
、
う
ち
７
件
の
除
草
を

実
施
し
た
。

問
　
市
独
自
の
学
力
調
査
の
効
果
に
つ

い
て
は
。

答
　
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
続
け

て
実
施
し
た
い
、
４
月
に
全
国
・
県
の

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
を
市
の
調
査
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容
に
つ
い

て
は
。

答
　
一
時
金
と
し
て
第
１
子
か
ら
50
万

円
ず
つ
交
付
す
る
。

問
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
の
想
定
人
数
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問 問答 問答

答 問 答 問 答 答問

答 問 答 答問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

 

　（
議
案
第
10
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
3
号
） （
議
案
第
11
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
） （
議
案
第
13
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
17
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
18
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

 

　（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
） （
議
案
第
28
号
）

答問 問 答 問

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
 

　
　
　
　
　（
議
案
第
１
号
）

答 問答 問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
8
号
） 

　
　
　
　
　（
議
案
第
27
号
）長倉小学校
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こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

て
は
、
県
か
ら
負
担
金
を
受
け
、
幸
手

市
で
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
事
業
で
あ

る
。

問
　
機
能
診
断
調
査
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

答
　
基
本
的
に
は
処
理
施
設
、
管
路
、

管
路
の
途
中
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が

地
区
内
に
４
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て

が
今
現
在
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る

か
、
そ
の
内
容
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
平
成
31
年
度
予
算
可
決
後
の
事
業

展
開
は
。

答
　
都
市
計
画
道
路
杉
戸
・
幸
手
・
栗

橋
線
の
整
備
が
終
了
す
る
と
、
弁
天
橋

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
バ
ス

路
線
の
幸
手
駅
西
口
か
ら
久
喜
駅
へ
の

ル
ー
ト
確
保
・
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
交

渉
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
稲
わ
ら
焼
却
対
策
事
業
補
助
金
の

内
容
と
実
績
は
。

答
　
各
農
業
で
稲
わ
ら
を
自
分
の
田
ん

ぼ
に
す
き
込
み
、
腐
熟
促
進
肥
料
を
使

っ
て
堆
肥
に
し
た
農
家
に
対
し
て
補
助

金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
10
ア
ー
ル

当
り
１
０
０
０
円
以
内
ま
た
は
腐
熟
促

進
肥
料
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
実
績
は
12
件
、
補
助
金

額
は
７
万
４
５
４
円
で
あ
っ
た
。

問
　
全
国
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
運
営
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
業
務
の
中
に
は
、
２
日
間
に
わ
た

る
会
議
等
や
音
響
、
基
調
講
演
す
る
場

合
の
基
調
講
演
講
師
料
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
出
演
料
が
含
ま
れ
る
。

問
　
倉
松
川
改
修
に
伴
う
市
道
橋
架
替

詳
細
設
計
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
埼
玉
県
に
お
い
て
倉
松
川
の
改
修

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、
国

道
４
号
線
か
ら
上
流
部
分
の
区
間
に
つ

い
て
、
雁
橎
、
５
０
３
号
橋
、
大
日
橋

と
い
う
市
の
管
理
す
る
橋
梁
が
あ
り
、

こ
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
、
全
体
的
に

は
埼
玉
県
で
予
備
設
計
を
し
、
橋
梁
形

式
等
は
今
後
決
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

幸
手
市
で
管
理
し
て
い
る
橋
梁
に
つ
い

が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
お
り
、
合
計
額

が
６
２
６
万
８
７
５
２
円
と
な
る
。

問
　
建
築
後
退
部
分
購
入
費
の
減
額
理

由
は
。

答
　
建
築
後
退
用
地
の
買
収
費
用
で
、

当
初
１
件
当
り
15
平
方
メ
ー
ト
ル
を
12

件
分
、
１
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
９
件
、

約
90
平
方
メ
ー
ト
ル
の
申
請
と
な
り
、

執
行
残
を
減
額
す
る
も
の
。

問
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活

動
内
容
は
。

答
　
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
・
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
ま
た

新
規
参
入
の
促
進
で
、
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
、
今
年
度
の
例
で
は
推
進
委

員
の
担
当
地
域
の
中
で
、
耕
作
放
棄
地
、

そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
調
査
し
地
図
に

落
し
、
今
後
は
そ
の
解
消
に
つ
な
げ
て

い
く
活
動
を
し
て
い
る
。

問
　
条
例
改
正
の
趣
旨
は
。

答
　
農
林
水
産
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
法

律
改
正
の
趣
旨
は
、
土
地
改
良
区
の
業

務
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
土
地

改
良
区
の
組
合
員
資
格
の
拡
大
、
総
代

会
の
設
置
お
よ
び
土
地
改
良
区
連
合
の

設
立
に
係
る
要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
権
現
堂
用
水
路
改
修
事
業
主
体
の

事
業
費
・
負
担
金
の
算
出
根
拠
は
。

答
　
事
業
主
体
は
埼
玉
県
で
、
全
体
の

事
業
費
は
、
８
１
０
０
万
円
で
、
事
業

費
の
う
ち
、
関
係
市
町
の
負
担
金
が
事

業
費
の
10
％
、
幸
手
市
の
負
担
金
が
そ

の
う
ち
の
69
・
１
％
、
事
務
費
に
つ
い

て
も
、
関
係
市
町
と
幸
手
市
の
負
担
金

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答 問答

答 問 答 問

答

問

問 答 問 問答

答 問答

幸
手
市
営
土
地
改
良
事
業
の

経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
　
　（
議
案
第
6
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　（
議
案
第
20
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算（
議
案
第
21
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）
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市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　

宮 杉 勝 男 議 員
◯　各種契約内容について
◯　学校で行っているアンケートについて
◯　県事業が進展しない件について

小 河 原 浩 和 議 員
◯　幸手市の総合訴求戦略（シティプロモーション推
進方針）の進捗状況について

青 木 　 章 議 員
◯　キャッシュレス化社会の対応について
◯　幸手駅西口の今後について
◯　幸手団地について
◯　香日向地区の要望について

大 山 重 隆 議 員
◯　「ケアシステム」（高齢者・障害者）の構築・実
現について

◯　「地域包括支援センター」の選考・指導について

木 村 治 夫 議 員
◯　観光の振興について
◯　デマンド交通の充実について
◯　平成３１年度幸手市一般会計予算編成について

武 藤 壽 男 議 員
◯　平成３１年度以降の幸手市の施政方針について
◯　東西自由通路と駅舎、駅前広場の管理について

小 林 啓 子 議 員
◯　中学校３年生のインフルエンザの予防接種費用の
助成について

◯　幸手市における統一地方選挙に向けての対応につ
いて

本 田 謡 子 議 員
◯　デマンド交通について
◯　ごみ収集について

松 田 雅 代 議 員
◯　マイナンバーを利用した事務の「契約及び法令違
反問題」に関する市の問題について

◯　「東部消防組合消防力適正化計画」に対する市の
評価について

◯　幸手市におけるインフルエンザの今期流行につい
て

◯　「安全な通学」確保について
◯　子ども議会議員発、外国人観光客を増加させる取
り組み（案）について

◯　公共施設のトイレ洋式化改修について

小 林 順 一 議 員
◯　悩みのある若者への支援の充実について
◯　市内居住外国人の災害時安全確保の対策について

中 村 孝 子 議 員
◯　第６次幸手市総合振興計画前期基本計画について

大 平 泰 二 議 員
◯　市民要望に対する市の対応について
◯　消防署西分署廃止問題
◯　幸手駅西口土地区画整理問題
◯　人口減少対策
◯　重点プロジェクトについて

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

3月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
１月  175件 ２月  1597件 ３月  889件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

36人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

　議
会
で
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
条
例
や

事
業
の
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
決
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　今定例会では、12人の議員が２月
22日、25日、26日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 3月定例会の会議録は6月上旬頃公開予定です。

3
月
定
例
会

　会
期
日
程

２
月
21
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　提
案
理
由
説
明

2
月
22
日
・
25
日
・
26
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

3
月
4
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　・
議
案
の
委
員
会
付
託

3
月
5
日
・
6
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

3
月
7
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

3
月
11
日
・
12
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

3
月
19
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　・
閉
会



こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

て
は
、
県
か
ら
負
担
金
を
受
け
、
幸
手

市
で
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
事
業
で
あ

る
。

問
　
機
能
診
断
調
査
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

答
　
基
本
的
に
は
処
理
施
設
、
管
路
、

管
路
の
途
中
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が

地
区
内
に
４
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て

が
今
現
在
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る

か
、
そ
の
内
容
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
平
成
31
年
度
予
算
可
決
後
の
事
業

展
開
は
。

答
　
都
市
計
画
道
路
杉
戸
・
幸
手
・
栗

橋
線
の
整
備
が
終
了
す
る
と
、
弁
天
橋

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
バ
ス

路
線
の
幸
手
駅
西
口
か
ら
久
喜
駅
へ
の

ル
ー
ト
確
保
・
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
交

渉
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
稲
わ
ら
焼
却
対
策
事
業
補
助
金
の

内
容
と
実
績
は
。

答
　
各
農
業
で
稲
わ
ら
を
自
分
の
田
ん

ぼ
に
す
き
込
み
、
腐
熟
促
進
肥
料
を
使

っ
て
堆
肥
に
し
た
農
家
に
対
し
て
補
助

金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
10
ア
ー
ル

当
り
１
０
０
０
円
以
内
ま
た
は
腐
熟
促

進
肥
料
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
実
績
は
12
件
、
補
助
金

額
は
７
万
４
５
４
円
で
あ
っ
た
。

問
　
全
国
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
運
営
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
業
務
の
中
に
は
、
２
日
間
に
わ
た

る
会
議
等
や
音
響
、
基
調
講
演
す
る
場

合
の
基
調
講
演
講
師
料
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
出
演
料
が
含
ま
れ
る
。

問
　
倉
松
川
改
修
に
伴
う
市
道
橋
架
替

詳
細
設
計
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
埼
玉
県
に
お
い
て
倉
松
川
の
改
修

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、
国

道
４
号
線
か
ら
上
流
部
分
の
区
間
に
つ

い
て
、
雁
橎
、
５
０
３
号
橋
、
大
日
橋

と
い
う
市
の
管
理
す
る
橋
梁
が
あ
り
、

こ
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
、
全
体
的
に

は
埼
玉
県
で
予
備
設
計
を
し
、
橋
梁
形

式
等
は
今
後
決
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

幸
手
市
で
管
理
し
て
い
る
橋
梁
に
つ
い

が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
お
り
、
合
計
額

が
６
２
６
万
８
７
５
２
円
と
な
る
。

問
　
建
築
後
退
部
分
購
入
費
の
減
額
理

由
は
。

答
　
建
築
後
退
用
地
の
買
収
費
用
で
、

当
初
１
件
当
り
15
平
方
メ
ー
ト
ル
を
12

件
分
、
１
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
９
件
、

約
90
平
方
メ
ー
ト
ル
の
申
請
と
な
り
、

執
行
残
を
減
額
す
る
も
の
。

問
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活

動
内
容
は
。

答
　
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
・
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
ま
た

新
規
参
入
の
促
進
で
、
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
、
今
年
度
の
例
で
は
推
進
委

員
の
担
当
地
域
の
中
で
、
耕
作
放
棄
地
、

そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
調
査
し
地
図
に

落
し
、
今
後
は
そ
の
解
消
に
つ
な
げ
て

い
く
活
動
を
し
て
い
る
。

問
　
条
例
改
正
の
趣
旨
は
。

答
　
農
林
水
産
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
法

律
改
正
の
趣
旨
は
、
土
地
改
良
区
の
業

務
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
土
地

改
良
区
の
組
合
員
資
格
の
拡
大
、
総
代

会
の
設
置
お
よ
び
土
地
改
良
区
連
合
の

設
立
に
係
る
要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
権
現
堂
用
水
路
改
修
事
業
主
体
の

事
業
費
・
負
担
金
の
算
出
根
拠
は
。

答
　
事
業
主
体
は
埼
玉
県
で
、
全
体
の

事
業
費
は
、
８
１
０
０
万
円
で
、
事
業

費
の
う
ち
、
関
係
市
町
の
負
担
金
が
事

業
費
の
10
％
、
幸
手
市
の
負
担
金
が
そ

の
う
ち
の
69
・
１
％
、
事
務
費
に
つ
い

て
も
、
関
係
市
町
と
幸
手
市
の
負
担
金

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答 問答

答 問 答 問

答

問

問 答 問 問答

答 問答

幸
手
市
営
土
地
改
良
事
業
の

経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
　
　（
議
案
第
6
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　（
議
案
第
20
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算（
議
案
第
21
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）
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市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　

宮 杉 勝 男 議 員
◯　各種契約内容について
◯　学校で行っているアンケートについて
◯　県事業が進展しない件について

小 河 原 浩 和 議 員
◯　幸手市の総合訴求戦略（シティプロモーション推
進方針）の進捗状況について

青 木 　 章 議 員
◯　キャッシュレス化社会の対応について
◯　幸手駅西口の今後について
◯　幸手団地について
◯　香日向地区の要望について

大 山 重 隆 議 員
◯　「ケアシステム」（高齢者・障害者）の構築・実
現について

◯　「地域包括支援センター」の選考・指導について

木 村 治 夫 議 員
◯　観光の振興について
◯　デマンド交通の充実について
◯　平成３１年度幸手市一般会計予算編成について

武 藤 壽 男 議 員
◯　平成３１年度以降の幸手市の施政方針について
◯　東西自由通路と駅舎、駅前広場の管理について

小 林 啓 子 議 員
◯　中学校３年生のインフルエンザの予防接種費用の
助成について

◯　幸手市における統一地方選挙に向けての対応につ
いて

本 田 謡 子 議 員
◯　デマンド交通について
◯　ごみ収集について

松 田 雅 代 議 員
◯　マイナンバーを利用した事務の「契約及び法令違
反問題」に関する市の問題について

◯　「東部消防組合消防力適正化計画」に対する市の
評価について

◯　幸手市におけるインフルエンザの今期流行につい
て

◯　「安全な通学」確保について
◯　子ども議会議員発、外国人観光客を増加させる取
り組み（案）について

◯　公共施設のトイレ洋式化改修について

小 林 順 一 議 員
◯　悩みのある若者への支援の充実について
◯　市内居住外国人の災害時安全確保の対策について

中 村 孝 子 議 員
◯　第６次幸手市総合振興計画前期基本計画について

大 平 泰 二 議 員
◯　市民要望に対する市の対応について
◯　消防署西分署廃止問題
◯　幸手駅西口土地区画整理問題
◯　人口減少対策
◯　重点プロジェクトについて

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

3月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
１月  175件 ２月  1597件 ３月  889件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

36人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

　議
会
で
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
条
例
や

事
業
の
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
決
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　今定例会では、12人の議員が２月
22日、25日、26日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 3月定例会の会議録は6月上旬頃公開予定です。

3
月
定
例
会

　会
期
日
程

２
月
21
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　提
案
理
由
説
明

2
月
22
日
・
25
日
・
26
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

3
月
4
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　・
議
案
の
委
員
会
付
託

3
月
5
日
・
6
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

3
月
7
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

3
月
11
日
・
12
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

3
月
19
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　・
閉
会



市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問 市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問
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教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生

徒
に
多
様
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
と

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
意
義
の

あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
実
施
の

仕
組
み
や
方
法
な
ど
、
関
係
各
課
と

検
討
し
て
い
く
。

（
建
設
経
済
部
長
・
教
育
長
）

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
業
案
は
、

教
育
委
員
会
も
含
め
地
域
に
も
声
を

か
け
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
子
ど
も
議
会
終
了
後
、
提

案
い
た
だ
い
た
小
学
校
や
児

童
た
ち
の
想
い
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
外
国
人
観
光
客
の
動
向
を
更
に
注

視
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
れ
ば
児
童
た
ち
が
桜
ま
つ
り
に
係

わ
り
を
も
て
る
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　
先
般
の
子
ど
も
議
会
（
市

内
各
小
中
学
校
か
ら
代
表
が

集
い
一
般
質
問
等
を
行
う
）
で
、
子

ど
も
議
員
か
ら
幸
手
市
の
観
光
行
政

に
つ
い
て
、
「
権
現
堂
に
小
学
校
か

ら
英
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
く
る
」

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
非
常
に
頼

も
し
く
、
か
つ
具
体
的
に
検
討
す
べ

き
提
案
と
考
え
る
が
、
そ
の
後
の
協

議
、
実
現
可
能
性
を
伺
う
。

子
ど
も
議
会
発
の
提
案
に
積
極
的
な
検
討
を

Q

A

の
把
握
、
外
国
人
の
方
に
配
慮
し
た

案
内
板
等
の
整
備
、
外
国
語
に
よ
る

防
災
知
識
の
普
及
、
災
害
時
の
通
訳

等
の
確
保
と
し
て
い
る
。
今
後
、
案

内
板
の
更
新
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
の
際
に
、
外
国
語
の
表
記
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

う
。
防
災
計
画
の
中
で
外
国
人
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
外
国

語
版
を
、
早
急
に
作
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
、

市
内
居
住
の
外
国
人
の
方
の

人
数
は
、
１
０
３
１
人
、
国
籍
数
は

33
カ
国
、
母
国
語
は
19
言
語
と
な
っ

て
い
る
。
　

　
市
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
外
国

人
の
方
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
所
在

　
日
系
外
国
人
を
は
じ
め
と

し
た
定
住
外
国
人
が
増
え
る

中
、
地
震
・
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

災
害
か
ら
、
い
か
に
身
を
守
る
情
報

を
伝
え
ら
れ
る
か
、
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
外
国
人

の
人
数
を
伺
う
。
何
ヶ
国
の
人
が
居

住
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
い
く
つ

の
言
語
が
話
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

市
内
居
住
外
国
人
の
災
害
時
、
安
全
確
保
の
対
策
を

Q

A

松田雅代議員

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。（

健
康
福
祉
部
長
）

　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
国

は
子
ど
も
に
接
種
し
た
場
合
の
有
効

性
に
は
限
界
が
あ
り
、
中
学
生
が
希

望
す
る
場
合
、
任
意
接
種
と
す
る
こ

と
が
適
当
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
発
症
・
重
症
化
予
防
が
あ
る

一
方
で
副
反
応
や
健
康
被
害
の
リ
ス

ク
も
あ
り
、
任
意
接
種
に
よ
る
健
康

被
害
の
補
償
は
定
期
接
種
に
比
べ
、

補
償
内
容
に
大
き
く
差
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

助
成
実
施
の
予
定
は
な
い
が
、
国
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時

期
は
、
受
験
生
に
と
っ
て
大

切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
学

３
年
生
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
費
用
を
、
助
成
し
て
は
如
何
か

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は

Q
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地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
協
議
し

幸
手
市
の
あ
る
べ
き
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
を
推
進
し
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
市
民
・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
か
ら
も
現
状
と
し
て

予
約
が
取
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
時
間
ま

た
ぎ
の
運
行
や
乗
車
・
降
車
に
か
か

る
時
間
を
短
く
す
る
設
定
変
更
を
行

い
乗
合
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
や
案
内
方
法
な
ど

で
変
更
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
行
う
。

　
尚
、
今
後
に
お
い
て
は
平
成
32
年

9
月
の
契
約
満
了
に
向
け
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
全
体
の
事
業
検
証
を
行
い
、

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
市

民
の
声
が
聞
こ
え
る
デ
マ
ン

ド
交
通
。
市
の
動
き
が
見
え
づ
ら
い

こ
と
か
ら
、
改
め
て
伺
う
。
市
民
の

声
を
ふ
ま
え
た
現
状
と
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
対
策
と
こ
れ
か
ら
の
予
定

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
声
、届
い
て
い
る
の
か

　デ
マ
ン
ド
交
通

Q
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教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生

徒
に
多
様
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
と

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
意
義
の

あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
実
施
の

仕
組
み
や
方
法
な
ど
、
関
係
各
課
と

検
討
し
て
い
く
。

（
建
設
経
済
部
長
・
教
育
長
）

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
業
案
は
、

教
育
委
員
会
も
含
め
地
域
に
も
声
を

か
け
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
子
ど
も
議
会
終
了
後
、
提

案
い
た
だ
い
た
小
学
校
や
児

童
た
ち
の
想
い
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
外
国
人
観
光
客
の
動
向
を
更
に
注

視
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
れ
ば
児
童
た
ち
が
桜
ま
つ
り
に
係

わ
り
を
も
て
る
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　
先
般
の
子
ど
も
議
会
（
市

内
各
小
中
学
校
か
ら
代
表
が

集
い
一
般
質
問
等
を
行
う
）
で
、
子

ど
も
議
員
か
ら
幸
手
市
の
観
光
行
政

に
つ
い
て
、
「
権
現
堂
に
小
学
校
か

ら
英
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
く
る
」

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
非
常
に
頼

も
し
く
、
か
つ
具
体
的
に
検
討
す
べ

き
提
案
と
考
え
る
が
、
そ
の
後
の
協

議
、
実
現
可
能
性
を
伺
う
。

子
ど
も
議
会
発
の
提
案
に
積
極
的
な
検
討
を

Q
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の
把
握
、
外
国
人
の
方
に
配
慮
し
た

案
内
板
等
の
整
備
、
外
国
語
に
よ
る

防
災
知
識
の
普
及
、
災
害
時
の
通
訳

等
の
確
保
と
し
て
い
る
。
今
後
、
案

内
板
の
更
新
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
の
際
に
、
外
国
語
の
表
記
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

う
。
防
災
計
画
の
中
で
外
国
人
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
外
国

語
版
を
、
早
急
に
作
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
、

市
内
居
住
の
外
国
人
の
方
の

人
数
は
、
１
０
３
１
人
、
国
籍
数
は

33
カ
国
、
母
国
語
は
19
言
語
と
な
っ

て
い
る
。
　

　
市
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
外
国

人
の
方
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
所
在

　
日
系
外
国
人
を
は
じ
め
と

し
た
定
住
外
国
人
が
増
え
る

中
、
地
震
・
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

災
害
か
ら
、
い
か
に
身
を
守
る
情
報

を
伝
え
ら
れ
る
か
、
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
外
国
人

の
人
数
を
伺
う
。
何
ヶ
国
の
人
が
居

住
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
い
く
つ

の
言
語
が
話
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

市
内
居
住
外
国
人
の
災
害
時
、
安
全
確
保
の
対
策
を

Q
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動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。（

健
康
福
祉
部
長
）

　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
国

は
子
ど
も
に
接
種
し
た
場
合
の
有
効

性
に
は
限
界
が
あ
り
、
中
学
生
が
希

望
す
る
場
合
、
任
意
接
種
と
す
る
こ

と
が
適
当
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
発
症
・
重
症
化
予
防
が
あ
る

一
方
で
副
反
応
や
健
康
被
害
の
リ
ス

ク
も
あ
り
、
任
意
接
種
に
よ
る
健
康

被
害
の
補
償
は
定
期
接
種
に
比
べ
、

補
償
内
容
に
大
き
く
差
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

助
成
実
施
の
予
定
は
な
い
が
、
国
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時

期
は
、
受
験
生
に
と
っ
て
大

切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
学

３
年
生
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
費
用
を
、
助
成
し
て
は
如
何
か

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は

Q
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地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
協
議
し

幸
手
市
の
あ
る
べ
き
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
を
推
進
し
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
市
民
・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
か
ら
も
現
状
と
し
て

予
約
が
取
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
時
間
ま

た
ぎ
の
運
行
や
乗
車
・
降
車
に
か
か

る
時
間
を
短
く
す
る
設
定
変
更
を
行

い
乗
合
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
や
案
内
方
法
な
ど

で
変
更
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
行
う
。

　
尚
、
今
後
に
お
い
て
は
平
成
32
年

9
月
の
契
約
満
了
に
向
け
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
全
体
の
事
業
検
証
を
行
い
、

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
市

民
の
声
が
聞
こ
え
る
デ
マ
ン

ド
交
通
。
市
の
動
き
が
見
え
づ
ら
い

こ
と
か
ら
、
改
め
て
伺
う
。
市
民
の

声
を
ふ
ま
え
た
現
状
と
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
対
策
と
こ
れ
か
ら
の
予
定

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
声
、届
い
て
い
る
の
か

　デ
マ
ン
ド
交
通
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等
を
行
い
、
引
き
続
き
幸
手
市
の
効

果
的
な
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

（
総
合
政
策
部
長
）

い
な
い
。

　
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
長
期
的

な
視
点
に
た
ち
、
持
続
可
能
で
安
定

し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
経
費
削
減
な
ど

歳
出
抑
制
に
努
め
る
。

（
建
設
経
済
部
長
・
水
道
部
長
・

総
合
政
策
部
長
）

計
画
策
定
時
の
積
立
基
金
残
額
や
地

方
債
残
額
に
大
差
な
く
、
厳
し
い
状

況
と
見
受
け
ら
れ
る
。
計
画
期
間
中

の
財
政
の
見
解
は
。

　
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

の
計
画
の
期
間
内
完
了
の
た

め
に
は
、
財
源
の
確
保
が
重
要
と
考

え
る
。
国
の
交
付
金
制
度
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
民
間
委
託
を
す

る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

　
今
後
10
年
間
の
指
針
の
内
、

特
に
駅
舎
、
自
由
通
路
終
了

後
の
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

計
画
の
期
限
内
完
了
を
目
指
し
、
い

か
に
着
実
に
実
行
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ

い
て
、
水
道
は
市
民
の
生
命
線
で
あ

る
。
市
の
考
え
は
。

　
さ
ら
に
、
施
策
実
行
に
か
か
せ
な

い
財
政
状
況
は
、
か
つ
て
の
健
全
化

第
６
次
総
合
振
興
計
画
を
い
か
に
実
行
す
る
の
か

Q
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く
こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
満

足
度
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
提
案
さ
れ
た
改
善
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
に
お
い
て
公
共
交
通
等

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
相
対
的
に
検
討

す
る
中
で
、
一
つ
の
検
討
材
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
。（

市
民
生
活
部
長
）

数
を
増
や
す
③
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料

金
４
０
０
円
④
市
の
補
助
に
よ
る
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
等
、
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
予
約
が
と
り
づ
ら
い
こ
と

へ
の
対
策
や
他
の
公
共
交
通

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
り
、

利
便
性
の
高
い
デ
マ
ン
ド
交
通
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
鉄
道
な
ど
公
共
交

通
機
関
へ
の
要
望
や
働
き
か
け
、
連

携
を
と
り
、
総
合
的
で
持
続
可
能
な

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
と
し
て
い

　
予
約
が
取
れ
な
い
、
電
話

が
繋
が
ら
な
い
等
の
不
評
が

多
い
デ
マ
ン
ド
交
通
。

　
デ
マ
ン
ド
の
累
計
登
録
者
数
は
３

８
０
４
人
、
年
間
利
用
者
８
５
８
１

人
と
、
廃
止
前
の
市
内
循
環
バ
ス
年

間
利
用
者
３
１
０
８
２
人
と
比
べ
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
改
善
策
と
し
て
①
売
り
上
げ
は
業

者
の
収
入
と
す
る
②
デ
マ
ン
ド
の
台

公
共
交
通
の
利
便
性
評
価
6.6
％
の
向
上
に
つ
い
て

A

と
の
連
携
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

③
校
長
は
指
導
課
へ
第
一
報
を
入
れ
、

そ
の
後
、
こ
ど
も
支
援
課
を
通
じ
て
、

児
童
相
談
所
へ
通
告
し
ま
す
。
緊
急

性
が
あ
る
場
合
は
、
直
接
、
児
童
相

談
所
へ
通
告
し
ま
す
。
④
今
後
も
、

日
々
の
児
童
・
生
徒
の
観
察
を
徹
底

し
つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
適
切
に
実

施
し
、
対
応
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
教
育
長
）

方
法
と
関
係
各
所
の
連
携
や
協
力
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

④
こ
ど
も
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す

る
信
頼
が
無
く
な
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
調
査
方
法
で
行
う

の
か
伺
う
。

　
①
今
年
度
の
調
査
に
お
い

て
、
新
た
に
認
知
し
た
事
案

は
１
件
あ
り
ま
し
た
。
②
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
に
向
け
て
、
教
員
に
よ

る
児
童
・
生
徒
の
観
察
、
教
育
相
談

の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
野
田
市
で
、
小
学
４
年
生

へ
の
児
童
虐
待
で
死
亡
さ
せ

て
し
ま
う
悲
惨
な
事
件
が
、
発
生
し

て
し
ま
っ
た
が
、
幸
手
市
に
お
け
る

状
況
を
伺
う
。

①
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

②
家
庭
内
で
の
、
児
童
虐
待
の
実
態

把
握
方
法
と
そ
の
有
無
を
伺
う
。

③
問
題
が
発
覚
し
た
場
合
の
、
対
処

学
校
で
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

Q

A

Q

　
今
年
度
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
作
成
や
電
車
内
広
告
の
掲

出
を
実
施
し
、
幸
手
の
名
前
や
魅
力

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
ア
プ
リ
や
電
子
本
棚
の
活
用
、

テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送
、
市
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、
市
の
情
報

を
見
て
い
た
だ
く
手
段
を
増
や
す
こ

と
で
、
情
報
発
信
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
創
設
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し

　
幸
手
市
の
持
つ
魅
力
を
市

内
外
に
効
果
的
に
発
信
し
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
を
高
め
、

愛
着
と
誇
り
、
地
域
へ
の
参
画
意
欲

を
持
つ
人
た
ち
を
増
や
す
こ
と
。
そ

し
て
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
魅
力
の
創

造
、
発
信
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と

し
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

が
設
置
さ
れ
た
。
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

幸
手
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
状
況
は

Q
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等
を
行
い
、
引
き
続
き
幸
手
市
の
効

果
的
な
魅
力
発
信
に
努
め
て
い
く
。

（
総
合
政
策
部
長
）

い
な
い
。

　
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
長
期
的

な
視
点
に
た
ち
、
持
続
可
能
で
安
定

し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
経
費
削
減
な
ど

歳
出
抑
制
に
努
め
る
。

（
建
設
経
済
部
長
・
水
道
部
長
・

総
合
政
策
部
長
）

計
画
策
定
時
の
積
立
基
金
残
額
や
地

方
債
残
額
に
大
差
な
く
、
厳
し
い
状

況
と
見
受
け
ら
れ
る
。
計
画
期
間
中

の
財
政
の
見
解
は
。

　
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

の
計
画
の
期
間
内
完
了
の
た

め
に
は
、
財
源
の
確
保
が
重
要
と
考

え
る
。
国
の
交
付
金
制
度
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
民
間
委
託
を
す

る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

　
今
後
10
年
間
の
指
針
の
内
、

特
に
駅
舎
、
自
由
通
路
終
了

後
の
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

計
画
の
期
限
内
完
了
を
目
指
し
、
い

か
に
着
実
に
実
行
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ

い
て
、
水
道
は
市
民
の
生
命
線
で
あ

る
。
市
の
考
え
は
。

　
さ
ら
に
、
施
策
実
行
に
か
か
せ
な

い
財
政
状
況
は
、
か
つ
て
の
健
全
化

第
６
次
総
合
振
興
計
画
を
い
か
に
実
行
す
る
の
か

Q

A

く
こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
満

足
度
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
提
案
さ
れ
た
改
善
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
に
お
い
て
公
共
交
通
等

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
相
対
的
に
検
討

す
る
中
で
、
一
つ
の
検
討
材
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
。（

市
民
生
活
部
長
）

数
を
増
や
す
③
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料

金
４
０
０
円
④
市
の
補
助
に
よ
る
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
等
、
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
予
約
が
と
り
づ
ら
い
こ
と

へ
の
対
策
や
他
の
公
共
交
通

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
り
、

利
便
性
の
高
い
デ
マ
ン
ド
交
通
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
鉄
道
な
ど
公
共
交

通
機
関
へ
の
要
望
や
働
き
か
け
、
連

携
を
と
り
、
総
合
的
で
持
続
可
能
な

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
と
し
て
い

　
予
約
が
取
れ
な
い
、
電
話

が
繋
が
ら
な
い
等
の
不
評
が

多
い
デ
マ
ン
ド
交
通
。

　
デ
マ
ン
ド
の
累
計
登
録
者
数
は
３

８
０
４
人
、
年
間
利
用
者
８
５
８
１

人
と
、
廃
止
前
の
市
内
循
環
バ
ス
年

間
利
用
者
３
１
０
８
２
人
と
比
べ
大

き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　
改
善
策
と
し
て
①
売
り
上
げ
は
業

者
の
収
入
と
す
る
②
デ
マ
ン
ド
の
台

公
共
交
通
の
利
便
性
評
価
6.6
％
の
向
上
に
つ
い
て

A

と
の
連
携
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

③
校
長
は
指
導
課
へ
第
一
報
を
入
れ
、

そ
の
後
、
こ
ど
も
支
援
課
を
通
じ
て
、

児
童
相
談
所
へ
通
告
し
ま
す
。
緊
急

性
が
あ
る
場
合
は
、
直
接
、
児
童
相

談
所
へ
通
告
し
ま
す
。
④
今
後
も
、

日
々
の
児
童
・
生
徒
の
観
察
を
徹
底

し
つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
適
切
に
実

施
し
、
対
応
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
教
育
長
）

方
法
と
関
係
各
所
の
連
携
や
協
力
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

④
こ
ど
も
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す

る
信
頼
が
無
く
な
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
調
査
方
法
で
行
う

の
か
伺
う
。

　
①
今
年
度
の
調
査
に
お
い

て
、
新
た
に
認
知
し
た
事
案

は
１
件
あ
り
ま
し
た
。
②
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
に
向
け
て
、
教
員
に
よ

る
児
童
・
生
徒
の
観
察
、
教
育
相
談

の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
野
田
市
で
、
小
学
４
年
生

へ
の
児
童
虐
待
で
死
亡
さ
せ

て
し
ま
う
悲
惨
な
事
件
が
、
発
生
し

て
し
ま
っ
た
が
、
幸
手
市
に
お
け
る

状
況
を
伺
う
。

①
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

②
家
庭
内
で
の
、
児
童
虐
待
の
実
態

把
握
方
法
と
そ
の
有
無
を
伺
う
。

③
問
題
が
発
覚
し
た
場
合
の
、
対
処

学
校
で
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

Q

A

Q

　
今
年
度
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
作
成
や
電
車
内
広
告
の
掲

出
を
実
施
し
、
幸
手
の
名
前
や
魅
力

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
ア
プ
リ
や
電
子
本
棚
の
活
用
、

テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送
、
市
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、
市
の
情
報

を
見
て
い
た
だ
く
手
段
を
増
や
す
こ

と
で
、
情
報
発
信
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
創
設
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し

　
幸
手
市
の
持
つ
魅
力
を
市

内
外
に
効
果
的
に
発
信
し
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
や
認
知
度
を
高
め
、

愛
着
と
誇
り
、
地
域
へ
の
参
画
意
欲

を
持
つ
人
た
ち
を
増
や
す
こ
と
。
そ

し
て
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
魅
力
の
創

造
、
発
信
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と

し
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

が
設
置
さ
れ
た
。
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

幸
手
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
状
況
は
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さ
れ
た
3
件
は
現
在
調
整
・
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
香
日
向
地

区
へ
の
公
共
下
水
道
延
伸
は
、
平
成

33
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
事
業
認
可

計
画
に
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
ま

す
。
市
内
で
も
最
上
流
部
と
な
り
、

下
流
域
か
ら
順
次
整
備
と
な
り
ま
す

が
、
早
期
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

（
市
民
生
活
部
長
・
水
道
部
長
）

へ
の
要
望
内
容
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
香
日
向
地
区

の
悲
願
で
あ
る
、
公
共
下
水
道
接
続

の
早
期
対
応
を
望
み
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
香
日
向
地
区
か
ら
3
年
間

に
公
園
関
係
で
7
件
、
汚
水

処
理
施
設
補
修
な
ど
下
水
道
関
係
で

3
件
、
防
犯
関
係
で
2
件
、
そ
の
他

5
件
で
計
17
件
の
区
長
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
内
14
件
は
対
応
済
み

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
後
半
に
出

　
香
日
向
地
区
自
治
会
で
の

住
民
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
の
回
覧
板
で
良
く
周
知
を
し

て
い
ま
す
。
幸
手
市
へ
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
注
意
深
く
目
を
通

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
自
治

会
の
役
員
を
複
数
回
行
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
自
治
会
の
苦
労
に
つ
い
て

も
少
な
か
ら
ず
理
解
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
香
日
向
地
区
の
、
幸
手
市

香
日
向
地
区
住
民
要
望
の
早
期
実
現
に
向
け
て

Q

A

減
に
努
め
る
。

　
子
育
て
関
連
は
、
第
6
次
総
合
振

興
計
画
の
政
策
の
大
綱
に
基
づ
き
、

子
育
て
応
援
日
本
一
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、高
齢
者
支
援
の
推
進
は
、

見
守
り
体
制
の
強
化
や
敬
老
会
等
、

各
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
「
元
気

で
1
0
0
歳
」
を
目
指
し
て
活
動
で

き
る
こ
と
を
目
的
に
予
算
編
成
し
た
。

（
総
合
政
策
部
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

処
遇
改
善
を
含
む
社
会
保
障
費
関
連

予
算
等
が
追
加
さ
れ
る
。
市
と
し
て
、

子
ど
も
支
援
の
充
実
・
高
齢
者
支
援

の
推
進
等
各
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
産
業
団
地
進
出
企
業
の
操

業
開
始
に
よ
り
、
企
業
誘
致

奨
励
措
置
後
は
安
定
し
た
固
定
資
産

税
等
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
投
資

的
経
費
の
抑
制
策
は
、
国
県
の
動
向

を
注
視
し
、
財
源
確
保
・
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
さ
ら
な
る
経
費
削

　
平
成
31
年
度
は
、「
幸
手

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
と
な
る
。

各
種
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

自
主
財
源
の
確
保
・
投
資
的
経
費
の

抑
制
等
の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
本
年
10
月
税
制
改
正
後
、
全

世
帯
型
の
社
会
保
障
制
度
導
入
が
予

定
さ
れ
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
含

む
子
育
て
関
連
予
算
・
介
護
人
材
の

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
予
算
編
成
を
問
う

Q

A

自
宅
で
迎
え
ら
れ
る
在
宅
医
療
・
介

護
体
制
に
つ
い
て
は
、
幸
手
モ
デ
ル

と
し
て
先
進
的
に
進
め
て
い
る
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
等
で
、

医
師
や
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
訪
問

看
護
師
な
ど
の
医
療
関
係
者
や
介
護

事
業
者
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
多

職
種
の
連
携
に
よ
る
協
議
を
重
ね
、

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
へ
の
決
議

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
全
議
員
の
総

意
は
市
民
の
意
向
で
あ
り
、
こ
の
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
（
市
民
を
守
る
）
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
災
害

時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
て
、

今
年
度
中
に
個
別
計
画
を
作
成
し
受

付
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
終
末
期
を

　
災
害
・
緊
急
時
に
援
助
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

高
齢
・
障
害
者
の
方
で
あ
る
。
幸
手

市
は
、
そ
の
方
を
援
助
す
る
個
別
計

画
す
ら
策
定
し
て
お
ら
ず
、
県
内
で

最
も
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
終
末
期
を
自

宅
で
迎
え
ら
れ
る
在
宅
医
療
・
介
護

体
制
も
遅
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
12

月
に
、
全
議
員
の
賛
成
で
「
地
域
包

高
齢
・
障
害
者
は
安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
ま
す
か

A

Q

　
し
か
し
な
が
ら
、
幸
手
中
央
地
区

産
業
団
地
内
の
操
業
企
業
の
奨
励
措

置
の
３
年
後
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら

企
業
の
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

と
い
っ
た
安
定
し
た
歳
入
が
見
込
ま

れ
、
幸
手
市
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し

も
見
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に

お
い
て
も
引
き
続
き
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
庁
舎
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
、
道
路
、
橋
梁
、
上
下
水
道

な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
な
ど
行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
様
な
方
針
で
財
政
運

営
し
事
業
展
開
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
幸
手
駅
橋
上
駅
舎
、
東
西

自
由
通
路
お
よ
び
駅
西
口
広

場
の
完
成
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

基
金
残
高
の
減
少
と
地
方
債
残
高
の

増
加
は
い
ず
れ
も
楽
観
視
で
き
ま
せ

ん
。

　
自
由
通
路
お
よ
び
駅
西
口

広
場
の
供
用
開
始
後
の
平
成

31
年
度
以
降
の
財
政
状
況
の
見
解
と
、

今
後
の
財
政
見
通
し
を
伺
う
。

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
社
会
と
な

り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
民
生

費
の
増
高
が
顕
著
と
な
り
、
さ
ら
に
、

市
債
残
高
の
増
、
基
金
積
立
金
の
減

少
が
著
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

財
政
状
況
と
見
通
し
と
今
後
の
事
業
展
望
は

A

Q

大山重隆議員 青木章議員木村治夫議員武藤寿男議員
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さ
れ
た
3
件
は
現
在
調
整
・
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
香
日
向
地

区
へ
の
公
共
下
水
道
延
伸
は
、
平
成

33
年
度
か
ら
始
ま
る
次
期
事
業
認
可

計
画
に
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
ま

す
。
市
内
で
も
最
上
流
部
と
な
り
、

下
流
域
か
ら
順
次
整
備
と
な
り
ま
す

が
、
早
期
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

（
市
民
生
活
部
長
・
水
道
部
長
）

へ
の
要
望
内
容
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
香
日
向
地
区

の
悲
願
で
あ
る
、
公
共
下
水
道
接
続

の
早
期
対
応
を
望
み
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
香
日
向
地
区
か
ら
3
年
間

に
公
園
関
係
で
7
件
、
汚
水

処
理
施
設
補
修
な
ど
下
水
道
関
係
で

3
件
、
防
犯
関
係
で
2
件
、
そ
の
他

5
件
で
計
17
件
の
区
長
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
内
14
件
は
対
応
済
み

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
後
半
に
出

　
香
日
向
地
区
自
治
会
で
の

住
民
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
の
回
覧
板
で
良
く
周
知
を
し

て
い
ま
す
。
幸
手
市
へ
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
注
意
深
く
目
を
通

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
自
治

会
の
役
員
を
複
数
回
行
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
自
治
会
の
苦
労
に
つ
い
て

も
少
な
か
ら
ず
理
解
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
香
日
向
地
区
の
、
幸
手
市

香
日
向
地
区
住
民
要
望
の
早
期
実
現
に
向
け
て

Q

A

減
に
努
め
る
。

　
子
育
て
関
連
は
、
第
6
次
総
合
振

興
計
画
の
政
策
の
大
綱
に
基
づ
き
、

子
育
て
応
援
日
本
一
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、高
齢
者
支
援
の
推
進
は
、

見
守
り
体
制
の
強
化
や
敬
老
会
等
、

各
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
「
元
気

で
1
0
0
歳
」
を
目
指
し
て
活
動
で

き
る
こ
と
を
目
的
に
予
算
編
成
し
た
。

（
総
合
政
策
部
長
・
健
康
福
祉
部
長
）

処
遇
改
善
を
含
む
社
会
保
障
費
関
連

予
算
等
が
追
加
さ
れ
る
。
市
と
し
て
、

子
ど
も
支
援
の
充
実
・
高
齢
者
支
援

の
推
進
等
各
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
産
業
団
地
進
出
企
業
の
操

業
開
始
に
よ
り
、
企
業
誘
致

奨
励
措
置
後
は
安
定
し
た
固
定
資
産

税
等
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
投
資

的
経
費
の
抑
制
策
は
、
国
県
の
動
向

を
注
視
し
、
財
源
確
保
・
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
さ
ら
な
る
経
費
削

　
平
成
31
年
度
は
、「
幸
手

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
最
終
年
度
と
な
る
。

各
種
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

自
主
財
源
の
確
保
・
投
資
的
経
費
の

抑
制
等
の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
本
年
10
月
税
制
改
正
後
、
全

世
帯
型
の
社
会
保
障
制
度
導
入
が
予

定
さ
れ
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
含

む
子
育
て
関
連
予
算
・
介
護
人
材
の

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
予
算
編
成
を
問
う

Q

A

自
宅
で
迎
え
ら
れ
る
在
宅
医
療
・
介

護
体
制
に
つ
い
て
は
、
幸
手
モ
デ
ル

と
し
て
先
進
的
に
進
め
て
い
る
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
等
で
、

医
師
や
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
訪
問

看
護
師
な
ど
の
医
療
関
係
者
や
介
護

事
業
者
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
多

職
種
の
連
携
に
よ
る
協
議
を
重
ね
、

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
へ
の
決
議

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
全
議
員
の
総

意
は
市
民
の
意
向
で
あ
り
、
こ
の
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
（
市
民
を
守
る
）
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
災
害

時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
て
、

今
年
度
中
に
個
別
計
画
を
作
成
し
受

付
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
終
末
期
を

　
災
害
・
緊
急
時
に
援
助
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

高
齢
・
障
害
者
の
方
で
あ
る
。
幸
手

市
は
、
そ
の
方
を
援
助
す
る
個
別
計

画
す
ら
策
定
し
て
お
ら
ず
、
県
内
で

最
も
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
終
末
期
を
自

宅
で
迎
え
ら
れ
る
在
宅
医
療
・
介
護

体
制
も
遅
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
12

月
に
、
全
議
員
の
賛
成
で
「
地
域
包

高
齢
・
障
害
者
は
安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
ま
す
か

A

Q

　
し
か
し
な
が
ら
、
幸
手
中
央
地
区

産
業
団
地
内
の
操
業
企
業
の
奨
励
措

置
の
３
年
後
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら

企
業
の
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

と
い
っ
た
安
定
し
た
歳
入
が
見
込
ま

れ
、
幸
手
市
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し

も
見
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に

お
い
て
も
引
き
続
き
、
持
続
可
能
で

安
定
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
庁
舎
、
学
校
、
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
、
道
路
、
橋
梁
、
上
下
水
道

な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
な
ど
行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
様
な
方
針
で
財
政
運

営
し
事
業
展
開
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
幸
手
駅
橋
上
駅
舎
、
東
西

自
由
通
路
お
よ
び
駅
西
口
広

場
の
完
成
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

基
金
残
高
の
減
少
と
地
方
債
残
高
の

増
加
は
い
ず
れ
も
楽
観
視
で
き
ま
せ

ん
。

　
自
由
通
路
お
よ
び
駅
西
口

広
場
の
供
用
開
始
後
の
平
成

31
年
度
以
降
の
財
政
状
況
の
見
解
と
、

今
後
の
財
政
見
通
し
を
伺
う
。

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
社
会
と
な

り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
民
生

費
の
増
高
が
顕
著
と
な
り
、
さ
ら
に
、

市
債
残
高
の
増
、
基
金
積
立
金
の
減

少
が
著
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

財
政
状
況
と
見
通
し
と
今
後
の
事
業
展
望
は

A

Q

大山重隆議員 青木章議員木村治夫議員武藤寿男議員
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平成31年３月定例会 提出された議案の結果

編 集 後 記

（市長提出議案）
　　　　　議席番号・議員名

議　案　名

議案番号
付　託
委員会

本会議
議決結果

大
山

　
重
隆（
無
）

小
林

　
啓
子（
公
）

小
河
原
浩
和（
改
）

本
田

　
謡
子（
改
）

松
田

　
雅
代（
先
）

宮
杉

　
勝
男（
自
）

木
村

　
治
夫（
自
）

小
林

　
順
一（
公
）

中
村

　
孝
子（
先
）

藤
沼

　

貢（
無
）

青
木

　

章（
新
）

手
島

　
幸
成（
新
）

武
藤

　
壽
男（
無
）

大
平

　
泰
二（
共
）

（議員提出議案）

幸手市庁舎建設基金条例

幸手市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正
する条例

幸手市税条例の一部を改正する条例

幸手市印鑑登録及び証明に関する条例及び幸手市手数料条例の
一部を改正する条例

幸手市廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する
条例

幸手市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を
改正する条例

幸手市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例
幸手市下水道条例の一部を改正する条例
幸手市水道事業給水条例の一部を改正する条例

平成３０年度幸手市一般会計補正予算（第７号）

平成３０年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成３０年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成３０年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成３０年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計補正
予算（第３号）

平成３１年度幸手市一般会計予算

平成３１年度幸手市国民健康保険特別会計予算
平成３１年度幸手市後期高齢者医療特別会計予算
平成３１年度幸手市介護保険特別会計予算
平成３１年度幸手市農業集落排水事業特別会計予算
平成３１年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計予算
平成３１年度幸手市水道事業会計予算
平成３１年度幸手市公共下水道事業会計予算
公平委員会委員の選任について
公平委員会委員の選任について
公平委員会委員の選任について

平成３０年度幸手市一般会計補正予算（第８号）

平成３１年度幸手市一般会計補正予算（第１号）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号
議案第８号
議案第９号

議案第１０号

議案第１１号
議案第１２号
議案第１３号
議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

諮問第１号
諮問第２号

総務

総務

総務

文教厚生

文教厚生

建設経済

建設経済
建設経済
建設経済
総務
文教厚生
建設経済
文教厚生
文教厚生
文教厚生
建設経済

建設経済

総務
文教厚生
建設経済
文教厚生
文教厚生
文教厚生
建設経済
建設経済
建設経済
建設経済
―
―
―

総務
文教厚生
総務
文教厚生
建設経済
―
―

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成多数可決
賛成多数可決
賛成多数可決

賛成多数可決

賛成全員可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成全員可決

賛成多数可決

賛成多数可決

賛成多数可決
賛成多数可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成多数可決
賛成全員可決
賛成全員可決
賛成全員同意
賛成全員同意
賛成全員同意

賛成全員可決

賛成全員可決

賛成全員同意
賛成全員同意

「アスベスト被害者補償基金を含む全面解決に向けた意見書」の国
への提出を求める件

幸手市消防西分署存続を求める件

アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書案の提出に
ついて

請願第１号

請願第２号

意見書案第１号

文教厚生

文教厚生

―

賛成多数採択

未了

賛成多数可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○ × × × ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○

○ × × × ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○

（16）


